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Prototypes of the folding table made from aluminum
Design development of the furniture which uses a new aluminum honeycomb panel
Takimoto NARIHITO
Abstract
This research is the first trial in the furniture industry using the new technology of
the aluminum honeycomb panel. The panel end was processed and alumite processing
was performed to the next. Therefore, with the conventional technology, the style which


















































































枠材として 12mm × 18mm のアルミフラットバーを切削加工し，エポキシ系接着剤で
組み立てる。この時，金物取付用の補強材も接着する（図 11）。表面材として 1mm 厚のア
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図 10 製作図（左図：甲板，右図：脚部と幕板）






図 13 ハニカムコアの切断工程 図 14 仮組と調整























・枠に使用したフラットバーは，切削加工を考慮し 12mm × 18mm の枠材を使用した。
しかし，それ以外の切削加工を行わないところも，材料の歩留まりの関係で全て同寸の
枠材を使用した。このため，総重量が 16.4㎏と重くなり，構造的にも過剰な仕様となっ
た。各部の枠材をサイズ調整し，小型化にすることで，大幅な軽量化が可能と考えられ
る。
・今回のデザインは，オリジナルデザインを追求したため，破材料が多いことと，制作工
程が多いことで，どうしてもコスト高となった。製作コスト削減は今後の課題である。
注
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アルミ製フォールディングテーブルの試作
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